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新たな公衆衛生の考え方と保健活動の進め方

授業では、公衆衛生活動を進める際に、その戦略プロセスとして重要なヘルスプロモーションの考え方と進め方
について事例を示しながら概説する。新しい公衆衛生と言われるヘルスプロモーションの視点は、「健康をつく
る」ということであり、より良い生活（good life）やヘルシーライフスタイル（healthy lifestyle）をめざした行
動である。近年、我が国においてもヘルスプロモーションの考え方に基づき、①健康な公共政策作り、②健康を
支援する環境作り、③地域活動の強化、④個人技術の開発、⑤ヘルスサービスへの方向転換が重視されている。
演習では、事例をもとにヘルスプロモーションの考え方に基づいた支援のあり方を考察する。

１．世界の健康政策（１）ヘルスプロモーション
２．世界の健康政策（２）”Health for all”
３．日本健康政策（１）健康政策とは
４．日本健康政策（２）歴史の概要
５．日本健康政策（３）健康日本21
６．日本健康政策（４）健康増進法
７．日本健康政策（５）健康づくり活動
８．健康づくりの考え方（１）エンパワーメント

９．健康づくりの考え方（２）ｿｰｼｬﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
10．健康づくりの方法（１）社会資源
11．健康づくりの方法（１）ケアネットワーク
12．演習１：事例
13．演習２：事例
13．演習３：事例
14．演習報告会

教）①『保健医療福祉行政論』（医学書院）、②『ヘルスプロモーション』（ﾇｰｳﾞｪﾙﾋﾛｶﾜ）
参）『地域高齢者のための看護システムマネージメント』（医歯薬出版KK）『みんなの保健計画策定マニュアル』（医学書院）、『ヘルスプロモーションのすすめ』（垣
　　内出版KK）、保健師ジャーナルなど

出席・グループワーク参加状況、レポート、テストなどを総合して評価します。

学習に主体的に取り組むことが求められます。茨城県内各地域（県、市町村単位等）の保健医療福祉政策に関す
る事業概要や関係する文献などを参考に具体的に学ぶことが必要です。

http://www.icc.ac.jp/


